
Ming Expression in
Edo Temples
Commemorating the 350th
Death Anniversary of
Buddhist Sculptor Fan Daosheng

西鉄電車

ＪＲ

車

タクシー利用

西鉄バス

西鉄福岡（天神）駅から西鉄天神大牟田線（特急約16分／急行約18分）で西鉄二日市駅乗り換え、西鉄太宰府線
（約5分）で西鉄太宰府駅下車、徒歩約10分　※特急／急行料金不要

ＪＲ博多駅からJR鹿児島本線（快速約15分）でＪＲ二日市駅下車、ＪＲ二日市駅から西鉄二日市駅（徒歩約12分、
バス約6分）、西鉄二日市駅から西鉄太宰府線利用

博多バスターミナル（1階11番のりば太宰府行き）から西鉄太宰府駅下車（所要時間約40分）、徒歩約10分

【九州自動車道】　太宰府ＩＣまたは筑紫野ＩＣから高雄交差点経由で約20分
【福岡都市高速】　水城出口から高雄交差点経由で約20分 ［  太 宰 府 天 満 宮 横  ］

〒818-0118　福岡県太宰府市石坂4-7-2
www.kyuhaku.jp
NTTハローダイヤル 050-5542-8600
（午前9時～午後8時／年中無休）

公
共
交
通
機
関

駐車場（有料）には限りがございますので、予めご了承ください。

ＪＲ二日市駅から約15分・福岡空港から約30分

［観 覧 料］一般 700円、大学生 350円（学生証等をご提示ください）　高校生以下・18歳未満および満70歳以上の方は無料
※令和3年7月20日〔火〕～8月29日〔日〕の期間は特別展「皇室の名宝─皇室と九州をむすぶ美─」、10月9日（土）・10日（日）は特別展「海幸山幸─祈りと恵みの風景─」の半券でもご観覧いただけます。※障害者手帳等をご持参
の方とその介護者１名は無料です。展示室入口にて障害者手帳等（詳細についてはホームページ等をご確認ください）をご提示ください。　※高校生以下・18歳未満および満70歳以上の方は、展示室入口にて生年月日がわかる
もの（生徒手帳、健康保険証、運転免許証等）をご提示ください。　※キャンパスメンバーズの方は無料でご観覧いただけます。展示室入口にて学生証、教職員証等をご提示ください。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、本展の開催状況、講座の予定や内容に変更が生じることがあります。
その場合は当館ホームページ等を通じて随時お知らせいたします。

出品目録
No. 分野 名称 作者等 員数 材質・技法 法量（cm） 時代・制作年 所蔵

1

2

5

6 典籍 『新黄檗志略』 1冊 紙本木版 縦27.5　横18.1 寛文4年（1664）序 京都 萬福寺

15 絵画 華光菩薩像 范道生筆 1幅 絹本着色 縦76.3　横34.6 寛文4～5年（1664～65） 福岡 福聚寺

16 絵画 達磨大師像 范道生筆 1幅 絹本着色 縦76.2　横34.6 寛文4～5年（1664～65） 福岡 福聚寺

14 絵画 韋駄天像 范道生筆

隠元隆琦著

1幅 絹本着色 縦76.4　横34.0 寛文4～5年（1664～65） 福岡 福聚寺

書跡 墨蹟「初登黄檗山」 范道生筆

隠元隆琦編

1紙（1巻） 紙本墨書 縦29.6　横61.8 寛文3～4年（1663～64） 京都 萬福寺

3

4 彫刻 三官大帝倚像 范道生作 3軀 木造、彩色

像高：
（天官）135.0
（地官）134.5
（水官）134.5

寛文3年（1663） 長崎 興福寺

彫刻 関帝倚像 范道生作 1軀 木造、漆箔・彩色 像高165.0 寛文3年（1663） 長崎 興福寺

彫刻 韋駄天立像 范道生作 1軀 木造、漆箔・彩色 像高160.6 寛文3年（1663） 長崎 興福寺

彫刻 達磨大師坐像 范道生作 1軀 像高132.0 寛文2年（1662） 京都 萬福寺脱活乾漆造
漆箔・彩色

11 絵画 羅漢図 范道生筆
木庵性瑫賛 1幅 縦33.5　横61.3 江戸時代　17世紀 京都 萬福寺絹本墨画淡彩

12 絵画 血書阿弥陀三尊像 范道生・
柏巌性節筆 1幅 縦102.2　横50.5 寛文4年（1664） 京都 法林院絹本着色

17 典籍 『松堂続集』
　「世尊瑞像有序」

1冊 縦27.1　横17.7 寛文10年（1670）刊 京都 萬福寺紙本木版

18 絵画 十八応真図
范道生筆
隠元隆琦題・序
木庵性瑫賛
高泉性潡跋

No.10 十八羅漢図巻（兵庫・白鶴美術館所蔵）の展示期間は9月14日（火）～10月10日（日）となります。また、この作品についてのみ撮影禁止です。

1帖 各 縦32.6　横54.0 延宝3年（1675）賛・跋 福岡 江月寺絹本墨画淡彩

13 絵画 関帝像 范道生筆
木庵性瑫賛 1幅 縦119.7　横41.9 寛文4年（1664）賛 長崎 聖福寺絹本着色

7

8 典籍 即非如一著 10冊のうち2冊 紙本木版 各 縦27.5　横19.2 清・康熙33年(1694)序 京都 萬福寺

彫刻
十八羅漢坐像のうち
　羅怙羅尊者
　半托迦尊者

『即非禅師全録』
　「示范信士」（第四）
　「阿羅漢有序」（第二十）

9

10 絵画 十八羅漢図巻

范道生筆
隠元隆琦題
木庵性瑫・
即非如一賛
木庵性瑫跋展示期間：9月14日（火）～10月10日（日）

1巻

（画像）
絹本墨画淡彩
（画賛）
紙本墨書

（画像）
各 縦24.4　横23.2
（画賛）
各 縦24.4　横24.1

寛文5年（1665）跋 兵庫 白鶴美術館

典籍

木庵性瑫著
悦山道宗・
喝禅道和・
范道生刻

1冊 紙本木版 縦27.6　横17.9 寛文5年（1665）序 京都 萬福寺『東来集』

范道生作 18軀のうち2軀
像高：
（羅怙羅尊者）104.7
（半托迦尊者）107.0

寛文4年（1664） 京都 萬福寺木造
彩色・金泥塗

特集展示「范道生」展講座　「范道生の作品とその生涯‐日中交流史の視点から‐」　楠井隆志（当館展示課長）
日時：令和3年9月19日（日）　午後1時30分～午後３時　　会場：九州国立博物館1階　ミュージアムホール　　参加無料　　定員：144名（当日先着順）
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［  太 宰 府 天 満 宮 横  ］

9月20日（月）は 敬老の日 で文化交流展の無料観覧日

十八羅漢坐像のうち　羅怙羅尊者　京都・萬福寺
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仏
像
を
造
っ
て
い
ま
し
た
が

63
年
、日
本
黄
檗
宗
の
開
祖
・
隠
元
か
ら

京
都
宇
治
の
萬
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